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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第29期

第３四半期累計期間
第30期

第３四半期累計期間
第29期

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成27年６月30日

自 平成27年10月１日
至 平成28年６月30日

自 平成26年10月１日
至 平成27年９月30日

売上高 (千円) 6,740,660 6,828,828 9,147,824

経常利益 (千円) 847,666 610,772 1,021,901

四半期(当期)純利益 (千円) 522,321 389,772 604,520

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 837,440 837,440 837,440

発行済株式総数 (株) 7,236,000 7,236,000 7,236,000

純資産額 (千円) 5,493,809 5,958,905 5,575,955

総資産額 (千円) 13,468,933 14,944,571 14,015,555

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 78.84 58.84 91.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 1.00

自己資本比率 (％) 40.79 39.87 39.78
 

 

回次
第29期

第３四半期会計期間
第30期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 26.81 22.76
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が事業を停止しているため記載しており

ません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社まんだらけ(E03347)

四半期報告書

 2/14



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は発生しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間のわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に改善がありましたものの、不安定な為替や

株式相場、中国をはじめとする新興国経済の減速による、景気下振れの懸念から、個人消費には足踏みが見られ、

依然として先行きは不透明な状況にあります。

当社が属するまんが、アニメ関連業界においては、新たなコンテンツ発信意欲が旺盛で、スマートフォンやタブ

レット端末などを通じた映像配信サービスは一層の充実があり、アプリの進化を受けたメディア市場の拡大はさら

に加速され、業況全般は堅調に推移しております。

　また古物取扱業界におきましても、生活防衛意識の浸透と、多様化した消費者ニーズにおける古くて良いもの、

長く使い続けるものを求めての古物に対する関心はさらに高まり、景気動向の影響を受けにくい市場は、拡大が続

いております。

その一方で、業界における新規参入もまた活発であり、企業間の競争は激化しております。

このような状況にあって当社はこれまでの方針を一貫して継続、さらなる徹底を図り、基幹事業の活動をより積

極的に展開するとともに、一層の経営効率化と経営基盤の安定強化に努めて、厳しい経済環境へ対処してまいりま

した。

その結果、当第３四半期累計期間の売上高は6,828百万円（前年同四半期比1.3％増）となりましたが、業容の拡

大に向けました人員確保などに伴う経費の増加により営業利益は622百万円（前年同四半期比27.5％減）、経常利

益は610百万円（前年同四半期比27.9％減）、四半期純利益は389百万円（前年同四半期比25.3％減）となりまし

た。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末と比較して929百万円増加し14,944百万円となり

ました。これは、主に現金及び預金とたな卸資産の増加によるものであります。

当第３四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末と比較して546百万円増加し8,985百万円となりま

した。これは、主に長期借入金を実行したことによるものであります。

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、利益剰余金の増加383百万円により、5,958百万円となりまし

た。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,628,000

計 20,628,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,236,000 7,236,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は
100株であります。

計 7,236,000 7,236,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

― 7,236,000 ― 837,440 ― 1,117,380
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　　611,200
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,622,300 66,223 ―

単元未満株式 普通株式　　　2,500 ― ―

発行済株式総数 7,236,000 ― ―

総株主の議決権 ― 66,223 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社まんだらけ

東京都中野区中野5-52-15 611,200 ― 611,200 8.44

計 ― 611,200 ― 611,200 8.44
 

(注)　当第３四半期会計期間末日現在における当社所有の自己株式は611,238株であります。

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年10月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、公認会計士目黒進二朗及び公認会計士吉竹恒詞により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、関連会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団

の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、当社の関連会社は事業を停止しており、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は

すべて0.0％に該当しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 507,752 1,149,456

  受取手形及び売掛金 193,986 144,474

  商品及び製品 6,309,938 6,820,347

  仕掛品 1,735 1,832

  原材料及び貯蔵品 24,011 25,739

  前払費用 53,880 46,540

  繰延税金資産 142,634 159,360

  未収入金 15,226 23,907

  未収消費税等 129,336 -

  その他 22,856 11,900

  流動資産合計 7,401,360 8,383,559

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,019,107 5,063,229

    減価償却累計額 △1,637,202 △1,776,580

    建物及び構築物（純額） 3,381,905 3,286,649

   土地 2,212,623 2,212,623

   その他 1,022,206 1,126,347

    減価償却累計額 △582,147 △624,153

    その他（純額） 440,058 502,194

   建設仮勘定 21,912 12,312

   有形固定資産合計 6,056,499 6,013,779

  無形固定資産 56,486 47,447

  投資その他の資産   

   投資有価証券 753 462

   出資金 800 800

   長期貸付金 16,000 16,000

   長期前払費用 14,919 12,885

   繰延税金資産 179,312 179,469

   差入保証金 305,422 306,168

   貸倒引当金 △16,000 △16,000

   投資その他の資産合計 501,208 499,785

  固定資産合計 6,614,194 6,561,011

 資産合計 14,015,555 14,944,571

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 21,720 7,684

  1年内返済予定の長期借入金 1,811,813 2,244,032

  1年内償還予定の社債 648,200 648,200

  未払金 91,749 164,703

  未払費用 48,910 52,841

  未払法人税等 211,697 34,109

  前受金 6,191 19,085

  預り金 32,058 34,229

  賞与引当金 52,059 87,043

  流動負債合計 2,924,400 3,291,930

 固定負債   

  社債 595,200 521,100
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  長期借入金 4,405,800 4,657,326

  退職給付引当金 460,081 460,847

  資産除去債務 54,117 54,461

  固定負債合計 5,515,198 5,693,735

 負債合計 8,439,599 8,985,665

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 837,440 837,440

  資本剰余金   

   資本準備金 1,117,380 1,117,380

   資本剰余金合計 1,117,380 1,117,380

  利益剰余金   

   利益準備金 3,000 3,000

   その他利益剰余金   

    特別償却準備金 333 333

    別途積立金 1,318,000 1,518,000

    繰越利益剰余金 2,432,441 2,615,588

   利益剰余金合計 3,753,774 4,136,921

  自己株式 △132,879 △132,879

  株主資本合計 5,575,715 5,958,862

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 240 43

  評価・換算差額等合計 240 43

 純資産合計 5,575,955 5,958,905

負債純資産合計 14,015,555 14,944,571
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 6,740,660 6,828,828

売上原価 3,060,836 3,125,730

売上総利益 3,679,824 3,703,098

販売費及び一般管理費 2,820,874 3,080,654

営業利益 858,949 622,443

営業外収益   

 受取利息 83 81

 受取配当金 26 25

 受取手数料 39,798 40,373

 貸倒引当金戻入額 225 -

 その他 10,105 10,876

 営業外収益合計 50,238 51,356

営業外費用   

 支払利息 41,717 42,310

 社債利息 9,953 9,673

 為替差損 86 143

 その他 9,763 10,900

 営業外費用合計 61,520 63,027

経常利益 847,666 610,772

税引前四半期純利益 847,666 610,772

法人税、住民税及び事業税 349,383 237,789

法人税等調整額 △24,038 △16,788

法人税等合計 325,345 221,000

四半期純利益 522,321 389,772
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【注記事項】

 

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年10月１日
至 平成28年６月30日)

 (千円) (千円)

減価償却費 86,750 192,910
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成26年10月1日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月19日
定時株主総会

普通株式 5,520 5.00 平成26年９月30日 平成26年12月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 平成27年10月1日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月22日
定時株主総会

普通株式 6,624 1.00 平成27年９月30日 平成27年12月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。
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(持分法損益等)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

当社は、中古品販売を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年10月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 78円84銭 58円84銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益(千円) 522,321 389,772

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 522,321 389,772

 普通株式の期中平均株式数(株) 6,624,762 6,624,762
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月12日

株式会社まんだらけ

取締役会 御中

目黒公認会計士事務所
 

 

公認会計士   目   黒   進 二 朗   印
 

 

吉竹恒詞公認会計士事務所
 

 

公認会計士   吉   竹   恒   詞   印
 

 

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社まんだらけ

の平成27年10月１日から平成28年９月30日までの第30期事業年度の第３四半期会計期間(平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年10月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社まんだらけの平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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